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７月１５日豪雨災害の主な被害状況及び県の対策
岐阜県災害対策本部 【９月１７日（金）１４時３０分時点】

部局名（連絡先） 主な被害状況 主な対策

危機管理部門 ○人的被害 死 者 ４人（八百津町３人、可児市１人） ○災害情報集約センターの設置（７／１５ １７：０８）

（連絡先） 行方不明者 ２人（可児市２人） ・被害情報の収集・集約・公表

災害情報集約センター 重傷者 １人（可児市１人） ○岐阜県災害対策本部の設置（７／１５ ２１：５５）

058-272-1034 ○住家被害 全壊 ４棟 ○自衛隊災害派遣要請（７／１６ ５：１０）（撤収：７／１６ ２１：２０）

半壊 ３棟 ・八百津町野上地内の行方不明者３人の捜索活動

一部破損 ８棟 ○防災ヘリコプターによる捜索等

床上浸水 ７５棟 ・災害状況調査（１回）

床下浸水 ３８０棟 ・行方不明者の捜索支援（９回）

○非住家被害 ２８８棟 ○市町村におけるボランティアセンターの設置状況の把握

○避難関係情報 避難指示 累計 ６９７世帯 １，８２４人 ・可児市（１７日６人派遣、１８日１９人派遣）

避難勧告 累計 ４３，５６５世帯 １１６，３６０人 ○岐阜県被災者生活・住宅再建支援制度の適用

実避難人数（避難勧告対象世帯の他、自主避難含む）

累計 ６６５人

総務部 （特になし） ○県税の減免等（税務課）

財政課(2153) ・被災者に対し、減免、納期延長、納税猶予等の救済措置を実施（地方税法

及び岐阜県県税条例）（ 7/16 から窓口周知、市町村へ周知協力依頼、地デ
ジデータ放送周知、 7/20 県政記者クラブにて周知）

総合企画部 （特になし） ○内閣総理大臣の災害現地視察対応（７／１８）

総合政策課(2055)

環境生活部 （特になし） ○関連施設の被害状況調査

環境生活政策課(2385) ・関連施設の被害なし

○奨学金の緊急採用

・被災世帯の高校生等に対して奨学金を貸与

健康福祉部 ○医療・福祉関係施設の被害状況 ○被災者支援制度の適用検討（災害救助法 等）

健康福祉政策課 ・御嵩クリニック（御嵩町）床上浸水 ・災害救助法：被災状況が法定基準に満たないため適用なし。

(2514) ・聖十字病院（土岐市）床上浸水 ○医療・福祉関係施設の被害状況調査

・ケアホーム「清流の里」（岐阜市）床上浸水 ○冠水した地域における防疫活動の指導

・障がい者支援施設「可茂学園」（可児市）敷地隣接法面小崩落（１カ所） 【県】

・ 〃 「可茂学園麦の丘」（可児市）敷地隣接法面小崩落（３カ所） ・中濃保健所 防疫等相談対応（保健師１人） 相談件数３件

※内容：アレルギー体質の住民が居住する住家への石灰散布について

○市町村水道施設被害 【市町】

・御嵩町 給水停止 １０軒 →応急復旧済 ・可児市 :消毒薬配布 124 件（配布完了） ・八百津町 :消毒 41 件（完了）
（本復旧は道路路肩崩壊（河川護岸）の災害査定待ち） ・御嵩町 :消毒 94 件（完了）
・八百津町 木津地内 一時配水不能 →復旧済 ○市町村水道施設の被害状況の把握

・八百津町 潮南簡易水道 １軒断水 →応急復旧済 ○被災者支援制度における優遇措置（償還金の支払い猶予等）への対応

（本復旧は道路崩壊の災害査定待ち） ・高齢者住宅整備資金貸付、介護福祉士等修学資金貸付、障害者住宅整備

・八百津町上水道 取水量の低下が認められる、現時点で給水に支障なし 資金貸付、心身障害者扶養共済制度、障害児施設給付費等負担、児童保

（現在、点検・整備中） 護措置費徴収金、母子及び寡婦福祉資金、福祉医療費助成

・八百津町 久田見簡易水道 取水口付近に土砂が堆積

→ 土砂除去工事完了
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商工労働部 ○商工業関係被害件数 計６４件 ○経済変動対策資金の融資要件を緩和

商工政策課(3042) 可児市 ４７件、坂祝町１件、八百津町 ３件、御嵩町 ８件、

多治見市 ２件、土岐市 ２件、瑞浪市 １件

農政部 ○農地・農業用施設被害 ○農地・農業用施設被害、農作物被害の被害状況調査

農政課 (2815) 農地（１６３箇所）、水路（９２箇所）、農道（１９箇所）、 ○農業関係の災害に対する支援

ため池（１４箇所）、頭首工（４０箇所） １ 農地農業用施設災害復旧事業

・農地、農業用施設の復旧にかかる経費の補助

○主な農作物被害 ２ 融資制度の活用

・瑞浪市 水稲 濁水流入、 500 アール ・農林漁業セーフティネット資金（日本政策金融公庫）

・八百津町 鶏舎水没 鶏 50 千羽死亡、水稲 53 アール ・農林漁業施設資金（日本政策金融公庫）

・可児市 水稲 164 アール ３ 農業共済制度の適用

・東白川村 茶畑 50 アール
・御嵩町 水稲 13 アール 他

林政部 ○林道被害 ４２路線７６箇所 ○林道被害、山地被害の被害状況調査

林政課(3019) ○山地災害 ８４箇所（※森林地での崩壊を計上） ○林道被災箇所の通行止め措置 (市町村）

○復旧工事のための現地調査・測量・設計

県土整備部 ○道路状況 ○応急対策工事（道路、河川、砂防）

建設政策課(3645) ・災害規制 ８路線 ８箇所（ピーク時〔 7/16 9:30〕２３路線２９箇所） ・道路交通の確保や河川堤防の決壊を防止するため、土砂の撤去や大型土の

・雨量規制 ０路線 ０箇所（ピーク時〔 7/16 0:30〕２１路線２７箇所） うの設置等を県下３４箇所（人家に重大な影響は無いものの次期出水時に

被害が拡大する恐れのある１１箇所を追加）で進めている。このうち２８

○河川 箇所については９月１５日までに工事を完了している。また、本格的な災

・浸水箇所 ４箇所 害復旧に向けた現地調査を実施中

河川名 浸水原因 家屋被害 備考 ・八百津町荒川地区において、崩れた護岸に川の流れが直接当たらないよう

境川（岐阜市高田４丁目地内） 溢水 無 にするための切替工事及び土のうによる締切工事が８月９日に完了し、８

可児川（可児市土田） 越水 有（床上有） 月１６日に、伸縮センサーの設置が完了した。本格的な復旧工事について

可児川（可児市広見） 堤防決壊 有（床上有） 応急対応済 は、８月１９日に施工業者が決定し、８月２３日から着工する予定。

久々利川（可児市久々利） 溢水 有（床上有） 応急対応済 ・八百津町野上においても大型土のうの設置を７月２８日から進めており、

２９日に設置完了

○砂防

・土石流災害 ２件 ○道路

場所 家屋被害 備考 ・ 県管理道路のアンダーパス２５箇所について緊急総点検を実施した結果、排水ポ

八百津町八百津（横ヶ洞川） 全 壊 １軒 現地調査中 ンプの設置されている１８箇所については稼働することを確認した。冠水

御嵩町大庭台（菖蒲東谷） 床下浸水 ２軒 現地調査中 表示等通報装置が設置されている１４箇所のうち、１箇所について落雷が

・がけ崩れ ２件 原因と考えられる制御盤部品の故障により、冠水表示板に通行止等の表示

場所 家屋被害 備考 がされない不具合が発見され、８月３日に修理を完了した。

八百津町野上 全 壊 １軒 現地調査中 ・アンダーパスについては、８月１２日までに冠水箇所の情報共有を図る会

可児市兼山（盛住） 一部損壊 １軒 現地調査中 議を開催し、市町村管理アンダーパスの所在箇所、排水設備の内容、作動

の状況を集計。

○公共土木施設災害国庫負担申請の状況 ・８月１０日に羽島市内で時間４８ミリの強い降雨があり、県管理のアンダ

工 種 箇所数（県） 箇所数（市町村） 箇所数合計 ーパスのうち県道羽島稲沢線アンダーパスにおいて、排水ポンプ、冠水表

河 川 ９５ ９３ １８８ 示等通報装置は作動したものの冠水し、 11 時 40 分から 13 時 47 分まで通
砂 防 １５ ０ １５ 行止めを実施した。なお、本アンダーパスについては、現況ポンプの南に

道 路 ６７ ６６ １３３ 新たなポンプを増し、排水能力を向上させる工事を実施中で、１２月２０

合 計 １７７ １５９ ３３６ 日に完成予定。

○河川

・可児川の下流部における河川災害関連事業については、７月２８日に国土

交通省と第１回目の協議を実施

・可児川のはん濫痕跡調査については、現在、上流部の広見地区及び下流部

の土田地区の現地調査を終えて、調査結果の精査・取りまとめ中



- 3 -

○砂防

・土石流センサーの設置

→八百津町野上には７月１９日に、八百津町横ヶ洞川には２２日に、可児

市兼山盛住には２７日に、御嵩町菖蒲東谷には２８日に設置済

→土石流センサーを設置した御嵩町菖蒲東谷において、８月１０日１３時

４４分に時間雨量２０ミリの降雨を観測、警報装置が作動し、直ちに土

木事務所と御嵩町が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、渓床

に異常の無いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

→土石流センサーを設置した可児市盛住において、８月１０日２０時２３

分に時間雨量２０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土木事務

所及び可児市が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、法面に異

常が無いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

→土石流センサーを設置した八百津町野上において、８月１０日２０時３

９分に時間雨量２０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土木事

務所及び八百津町が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、異常

が無いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

→土石流センサーを設置した御嵩町菖蒲東谷において、８月１４日１５時

２３分に時間雨量２０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土木

事務所及び御嵩町が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、渓床

に異常の無いことを確認した上で、自治会長不在のため関係者宅に伝達

した。

→土石流センサーを設置した御嵩町菖蒲東谷において、８月２０日４時

３０分に時間雨量２０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土木

事務所及び御嵩町が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、渓床

に異常の無いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

→土石流センサーを設置した可児市盛住において、９月１５日２１時５６

分に時間雨量２０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土木事務

所及び可児市が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、異常が無

いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

→土石流センサーを設置した八百津町横ヶ洞川において、９月１６日１０

時３０分に時間雨量２０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土

木事務所及び八百津町が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、

異常が無いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

→土石流センサーを設置した八百津町野上において、９月１６日１１時２

９分に連続雨量８０ミリ以上の降雨を観測、警報装置が作動し、土木事

務所及び八百津町が現場に急行した。しばらく現場状況を調査し、異常

が無いことを確認した上で、自治会長に伝達した。

・投光器の配備

→土石流センサーを設置又は避難勧告発令中の八百津町野上、八百津町横

ヶ洞川、八百津町荒川、可児市兼山盛住、御嵩町菖蒲東谷について、夜

間の監視を行うための移動式投光器の手配が完了し、今後、現場に異常

が見られた場合に現場への配備が出来る体制を整えた。

・八百津町野上、八百津町横ヶ洞川、御嵩町菖蒲東谷については、災害関連

緊急砂防事業として、可児市兼山盛住については、災害関連緊急急傾斜地

崩壊対策事業として実施できるよう、７月２１日に国土交通省と第１回目

協議を実施

→八百津町野上、御嵩町菖蒲東谷については、８月１３日付けで、八百津

町横ヶ洞川については、９月１４日付けで災害関連緊急砂防事業に採択

された。（国土交通省から８月１７日及び９月１６日に連絡あり。）

→可児市兼山盛住については、引き続き事業採択に向けて調整中。

・可茂地区の土砂災害被災箇所（八百津町野上、可児市兼山盛住等）につい

ては、地盤工学等の専門家である岐阜大学工学部の八嶋教授、沢田准教授

に依頼し、７月２３日（金）に現地調査を実施
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都市建築部 ○県営公園関係被害 ○関係施設の被害状況調査

都市政策課(3753) 花フェスタ記念公園 ○関係施設被害に対する応急工事等

・茶室裏 法面小崩壊（施設影響なし）：応急工事完了 ・花フェスタ記念公園 応急工事完了

・原種の谷 法面小崩壊（施設影響なし）：応急工事完了 ・県営水道 修理完了

○県営水道被害 ○災害復興住宅融資制度（独立行政法人住宅金融支援機構）の周知（建築指導課）

・川合浄水場（可児市）の電動弁（流量調整）の漏電故障（復旧済） ・被災者に対し、独立行政法人住宅金融支援機構の災害復興住宅融資制度

○鉄道関係被害 を案内（ 7/26 県ＨＰにて周知、各市町村へ周知依頼）
・民営鉄道

ＪＲ東海（太多線）、名鉄（広見線） 運転見合わせ →現在通常運行中

・３セク鉄道 なし

○路線バス関係被害 なし

教育委員会 ○学校関係施設の主な被害（グランドへの土砂流入（１校）、雨漏り等） ○学校関連施設の被害状況把握

教育総務課(3507) ・幼稚園１園、小学校１８校、中学校１３校 ○学校の休業・自宅待機等の把握

○学校の休校・授業打ち切り状況 ○奨学金の緊急採用

・小学校24校、中学校14校、高等学校3校、特別支援学校 1校、幼稚園1園 ・被災世帯の高校生等に対して奨学金を貸与


